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上顎小臼歯 10 80 400 天 20．35 11．34
σn 4．12 2．46
Cv 0．2025 0．2169
下顎小臼歯 10 80400 ヌ 20．32 11．65
σn 3．65 1．93
Cv 0．1796 0．1657
上顎大日歯 10 80 400 叉 2L8611．24
σn 6．28 1．93
Cv 0．2873 0．1717
下顎大臼歯 10 80 400 三 19．18 11．07
σn 3．04 1．77
Cv 0．15850．1599
上顎20160800×21．0811．29　　　　　　　　　　　　σn　　　5．37　　　2．21
　　　　　　　　　　　　Cv　　　O．2547　　　0．1957
下顎20160800×19．7211．35　　　　　　　　　　　　σn　　　3．42　　　　1．87
　　　　　　　　　　　　Cv　　　O．1734　　0．1648
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定が取り入れられてきた．JISに定められた歯科
用合金の変色試験は，耐水研磨後，O．1％Na2S溶
液に全浸漬し，標準色票と視感比色することに
なっている7°）．しかし金属には艶があり，色票の紙
とは材質が異なるため条件等色が起るためあいま
し・な、点カミ多し・．
　色の器械的測定法には，受光器方式と，積分球
方式があり金属の測色には通状積分球方式が使わ
れている．そこでこの2方式を用いて貴金属系，
白金属系の2種類を測定すると条件を一定にする
と，ある程度2方式共正確に判定することが出来
る．
　即ち，金属板表面をエミリーペーパー各井まで
で研磨し，37℃±2℃の状態で0．1％硫化ナトリウ
ム溶液に3日間全浸漬し，各井における金属切片
の浸漬試験の結果，井600研磨が明度，色度共に好
条件であった．この条件では受光器方式と積分球
方式の色差は最も少なかった．筆者はこの条件下
で多くの金属の腐色試験を行った．口腔内でRes・
torationの金属耐色状態を見るには微少面と口腔
内に挿入という条件があるため，フレキシブルの
グラスファイバー受光器でなければ測定出来ない
ので受光器方式54・55）が必要となって来ると思う
（図21）．
10．視感比色時の同化効果原象について色の感覚
　　はその周りの色に影響をうける71～72｝
　ある色がその周りの色の補色に変わるのを対比
という．又，周りの色と同色化することを同化効
果現象という．JIS　Z　810573）によると，一つの色
が他の色に囲まれているとき，囲まれた色が周囲
の色に似てみえる現象である．この現象は囲まれ
た色の面積が小さいとき，または囲まれた色が周
囲の色と類似しているときなどに起こると言われ
ている．口腔内の歯牙は，口唇，歯齪，皮膚に囲
まれている．歯牙の色相は黄赤系であり，口唇は
赤みの黄赤系，粘膜は黄オレンジみの黄赤系，皮
膚は黄赤系である．特にロ唇と歯牙は隣接してい
るため同化効果現象を起し易い，特にシェドテー
キング時にこの現象は起こりやすく，この現象を
写真から光電管比色によって数値で表わしてみる
と，白色系，ピンク系，赤系，茶系の4種の口紅
を女性の口唇に塗布してもらい，基本色として口
紅を全く塗ってない状態を写真撮影し，そのフィ
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ルムをMicro　Color　Computerで測定しL’a＊
b’を算出し基本色と口紅塗布したものとの明度
差（dLつ，赤みの差（da’），黄色みの差（d
b＊），色差（dE＊a’b＊）を求めた（図22，23）
（写真12，13）．
　その結果，白色系，ピンク系の口紅においては
歯牙の明度，赤みの黄色みとも下り，ブラウン系，
80
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図21二浸漬前後における各合金の明度
レッド系は赤みのみ増加で他は低下した．この事
から歯牙の肉眼での色は囲りの口唇の色に同化現
象を起すと考えられる．そこでシェドテーキング
時には患者の口紅をおとして比色すべきである．
11．変色歯の標白法74～78）
　薬物による歯牙の変色，その他種々の原因に
よって変色した歯の審美性を回復する漂白法は，
Lt
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図22：Values　of　central　incisor　for　different　lip－
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図23：Chromaticity　diagram　of　central　incisors　for　different　lipsticks
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特に米国の多くの臨床家74）によって試みられてき
た．漂白法は無髄変色歯に対するものと，有髄変
色に対するものの2通りがあり，有髄歯の漂白法
は，診療室で行うOffice　Bleaching法と，歯科医
師の指示のもと患者が自宅で行う漂白保持のため
のスポンジ式Custom　trayを用いるHome　Blea－
ching法とがある．近年，米国では数種類のHome
Bleaching法が紹介されている．この方法の有効
性，安全性が確認されれば変色歯に悩む患者に大
きな期待がもてると思われる．Custom　Tray
Breaching法の漂白剤を分析すると，成分は過酸
化尿素（H202と尿素が弱く化学結合したもの）
10．5％と，グリセリン82．2％の混合物であり，ト
レーの中の過酸化尿素が水，唾液によって漂白液
のH202が分離され，このH202によって漂白が進
行するものとされている．
12．天然歯の色と各Restoration色調の再現84”’1°1）
　色は物体に当って反射する光を目の細胞が
キャッチして生ずることは理解されているが，歯
牙とRestorationの反射はどの様にして起るか，
まず歯牙の色は入射した光が一部は歯の表面で反
射し，他はエナメル質，象牙質のなかで拡散反射
を繰り返して表面に出てくる．この光が歯牙の色
となる．又，光の一部は歯牙に吸収され戻ってこ
ないもの，その一部は舌側に透過してしまい表面
にはもどってこない光がある．そこで，歯牙の色
は表面の構造によっても，表面の形によっても変
化してくる．光の表面反射は表面の形態によって
変ってくる．即ち，色が変るという事である．こ
の様に光は複合されて歯の色が表わされる．Por・
celain　jacket　crownの作成においては，歯質が1
～2mm削除されその部分に違質のポーセレン
材料で覆われるので，表面の反射，陶材の反射と
その下の象牙質の反射の光が総合されて色となっ
て表われる．しかし，Alumina　PorcelainやPor－
celain　fused　metal　crownの場合は表面の反射の
他にPorcelainのボディ，エナメル層を通ってオ
ペーク層に達してそこで反射され，又ポーセレン
の部分で拡散反射される．このオペーク層はメタ
ルの色を隠すためのもので反射率の高い金属酸化
物が多く含まれている．そこで光が余りオペーク
まで達しないようある一定のポーセレン層が必要
になってくるので，天然歯に近づける色の出し方
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はPorecelain層が厚くないと難かしいともいえ
る（図24）．
　次に最近歯科審美にとりあげられ盛んに研究さ
れているPorcelain　Laminate　Veneerでは，歯牙
の表面を一層削合して，Enamel質の部分で0．3
mm～1mmの厚さで作成する方法だと歯牙の表
面に入射された光は表面反射とポーセレン部分，
象牙質に入って拡散反射された光は表面に戻り，
歯牙の反射と近似している．その上接着にコンポ
ジットレジンを使用するので色を変化させる事が
出来るので，隣接歯に近い色が出しやすく又，色
変色歯をポーセレン層とレジン層によって色を表
面の浅層で処理できる利点がある．
　以上の事によってPorcelain　fused　metaI
cro㎜よりPorcelain　jacketの方が，又それより
もPorcelain　Veneerの方が，天然歯に近い色調を
再現しやすい様に思われる．
13．Porcelain　Laminate　Veneerlo2”－116）
　現在のラミネートベニアは1983年にHornに
よって考案されたと言われている．近年になって
歯質との接着材や耐火模型材の開発，発展と共に
応用範囲が広まってきた．ラミネートは従来の補
図24：天然歯とRestorationの光の反射，透過，吸収状
　　態
　　①Natural　tooth
　　②Porcelain　fused　metal　crown
　　③Porcelain　jacket　crown
　　④Porcelain　raminate　Venieer
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綴物に比べて歯質の削除量が少なく，審美的効果
が期待できるため，臨床での応用は目を見張るも
のがある．材料的にはレジンベニアとポーセレン
ベニアがあるが，補綴物としてはポーセレンベニ
アの方が物性的に優れている．ポーセレンベニア
は製作方法がポーセレンインレーに準じ，箔を
使って製作する方法と耐火性の模型材を使って製
作する方法があり，後者が一般的に行われている．
適応症としては斑状菌や，テトラサイクリンによ
る変色歯の色調の改善，正中離開や楼小歯，円錐
歯等の不良形態の改善が考えられる．特にテトラ
サイクリン等による変色歯の色調の改善には効果
があり，大変クローズアップされている．
　製作老側の問題としては，変色防止の程度を製
作過程の中で視覚化する必要がある，遮蔽のため
のマスキング材の厚さを最小限にする必要があ
る．最近の報告によると，ポーセレンラミネート
は過豊隆になりやすいとのことであり，色調を再
現するためにそうなりやすいことは推察できる．
歯科医の問題としては形成と共に合着の色調の補
正と望ましい位置に合着することにあるが，臨床
上での合着による位置のずれが問題となってい
る．色調の改善の過大な効果は期待しないほうが
よく，重度の変色歯では完全に色調を遮蔽し望む
色を再現するまでには至っていない．色調の再現
に関しては筆者らをはじめとして各方面で研究が
なされているが，現在のところまだ確立したもの
ではなく，術者によってケースバイケースで製作
されている．
　ラミネートベニアにおける修復は今後も色彩と
審美の研究が進められ発展すると思われる（写真
16，　17，　18，　19）．
14．細菌の色彩について117・11s）
　今まで細菌の色彩は寒天平板に菌を培養し，増
殖させてColony（集落）にして，視感比色によっ
て判定していた．そこで，今まで主観的であった
細菌のColonyの色彩を，客観的に数字で表わす
ことに成功した．この方法はSchaleに細菌を採
取し，艀卵器の中で36℃48時間培養し，48時間室内
放置し，十分Colonyを増殖させてから4日目に
各Colonyの色を微小面を測色できる，多光源分
光測色計（Multi　Spectro　Colour　Meter）（写真
20）で測色し，刺激値直読法で三刺激値XYZxyで
表示，国際照明委員会CIEに基づく計算式により
L’a＊b＊に変換する．その結果，白色板と空中菌の
dE＊は13．77から72、69の問にありav．39．39，　S
9．82であった．培地と空中菌のdE＊は3．49から
44．86の間にあり，av、16．24，　S　8，23であった．今
まで視感比色法により，細pa　Colonyの色が判定
されてきたが，Colonyの色も数字で現わすことが
出来る様になった（写真21）．
写真20：微小面MS．C．M、
量口買s　CtS：
蹴臨語““民e・’
15．CT画像のCT値とM．C．C明度値との関係12°）
　近年，画像診断は医学界において急速な進歩を
遂げている．口腔領域においても，デンタルX線
装置，パノラマ写直装置と歯科医療に大きな役割
を果している．CTスキャンは被検者の或る断層
面を画像として観察する，X線断層撮影法117）の一
つである．M．　C．　C．は光源から出た光が物体に
当り反射し，その反射率がComputerによって
XYZに分解され色が測定される．　CT値はX線の
吸収率であり，M．　C．　C．値はフイルム画像の反
射率を現わす．そこでCT画像のグレイスケール
15段階と，頭部，腹部，病巣画像のM．C．　C．の
反射率を測定したところ，完全に数値の傾向が一
致した．フイルム画像の明度をM．C．　C．で測定
することによって，その明度が病巣の診断の一助
となると思う（図25）（写真22）．
16．歯科審美と口腔内清掃，Caries　Activityとの
　　関係
　歯科における審美は，まず口腔内の清掃から始
めるべきである．元来，口腔清掃には歯ブラシが
使われている．そこで，まず口腔内の歯垢，唾液
の細菌酸産生量（Caries　activity）とCariesとの
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関係，次いで歯ブラシの効用について，色彩的に
調べて見た．筆者はCaries　activityについて1951
年から研究が始められた12’一’131）．Caries　activity
は唾液の細菌を用いるSnyder　test（S．　T．），歯垢
の細菌叢を対象とするCariostat（C．　T．）132）“’134）
を用いた．各年齢層の地域の児童，学生を対象と
して調査した結果，S。　T．とC．　T．との間には極め
て高い相関関係（S＝0．93）が見られた．麟蝕との
間には相関関係（S＝o．24）は見られなかった
が135），D歯率との間には，やや関連（θ＝0．053）
が見られた．アンケートによる調査では，Caries
activitiyと食事によるSugar摂取頻度（θ＝
0．263），間食におけるSugar摂取頻度（θ＝1．52）
と，一日のSugar摂取頻度（θ＝0．376）の間に関
連性があった．C．　T．によるCaries　activityと
Brushingの有無についての関連性（θ＝0．243）が
見られた136｝．次に心身障害老137｝と，松本歯科大学
衛生学院学生138）の口腔内の状態について調査し
た結果Caries　activity　testとBrushingは歯科的
管理として必要であり，歯科審美のかかわりが大
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きい事が判った．
　歯ブラシの効用については今まで多くの報告が
あるが，筆者らは歯牙清掃に対して歯ブラシがど
のような効果があるかを，歯垢染色材を用い筆者
が考案したエバトロン社製摩擦試験機を用いて，
歯牙を機械的に研磨し，その結果M．C．　C．で測定
し，肉眼的判定と比較した．Blacing前後のM．　C．
C測定値Labの変化△Eによって各歯ブラシ
の毛は，かためで0．3mmの太さが最も良く，スト
レート型ストtz・一トカットの歯ブラシが最も良い
結果を得た139）・「4°）．ついで歯垢と歯肉炎の色彩判
定における光学器械の有用性を人間142｝，ニホンザ
ル143）を用いて実験したところ，今までの肉眼的で
診断する主観性を，数字で表す客観性診断におき
かえるこ が出来る結果を得た．
17．歯科医療に対する患者の審美的要求3）
　買い手があってこそ売手が成立する．経済の大
原則は医療の世界といえども例外ではない．米の
需要があればこそ農家は米を作り，金の買い手が
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あれぽこそ金相場は成り立ち，その数のバランス
から上下する．そこで，歯科医療の場合治療を受
ける患者がどんな要望をもって医療機関にやって
くるかを知る事は，歯科医師の在り方を規制して
くるファクターとなり得るわけである、今後の歯
科医療はどう変化するか，年々歯科医師は増加し，
出生人口は低下する．現状の医療のままでは，現
在以上の歯科医療の伸びる見込みはうすく，需要
と供給のバランスは崩れてくる．これを解決する
ためには，歯科医師が認識をかえ，患者のニーズ
にそって患老が何を求めているかをつかむことで
ある．そこで患者が歯科医院に何を求めているか
を調査した3）．対象は松本歯科大学（M），保険診
療開業医グループ（1），自費診療開業医グループ
（G）に分け，調査項目は6項目とした．設問項
目は1項目に対して4～10問で，1，は歯科医院
に何故行きましたか，2，はどんな治療を受けま
したか，3，支払った金額は，4，歯科医院で良
かったと思われることは，5，歯科医院でこうし
てほしいと思われたことはでは，「最高治療で噛み
やすくしてほしい」「治療時間の延長」「若々しく，
美しくしてほしい」が多かった（図26）．6，の歯
科治療で重点をおくことでは，M．1．　G．共に「良
く噛めるに重点を置く」が圧到的に多く，Gでは
「外観が美しい」が多かった（図27）．
　まず．健康保険患者に於ては，料金が安くて，
良く噛める，というのが二大要求となっている．
これに対し自費患者では噛めるという前に，自分
の容貌を若々しく，より美しくひき立てるという
のが第一になっていた．これを見る時医療も，第
一義的な治療の段階がすでに全うされ，その上に
審美的な面が要求され出している事が理解され
る．これは一重に，歯科医療が初期の目的を完成
し，その上の要求をもたれはじめているのを理解
しなければならないデーターである．咀噌，発音
という問題も決してなおざりのには出来ない，最
も大切な医療の目的であるのにほかならないが，
その上にもう一つ容貌をひきたてるという問題が
加わってきたのである．これは云うに易く行うに
非常に難しい．というのは応々にしてこの両目的
が相応してしまう場合が生じてくるのであるの
と，歯科医師が美学的勉強を殆んど基礎的に受け
ていないためである．そこでこうした研究をこれ
から深めていく必要を感じるのである．
料金が高い、もっと安い治療方法を希望
料金内容の納得のいく説明をしてほしい
治療時間の延長を希望
待ち時間が長すぎる
保険取り扱いを拡大してほしい
治療時間の短縮
最高治療で噛みやすくしてほしい
若々しく、美しくしてほしい
その他
　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　100（％》
図26：歯科医院でこうしてほしいと思われたことは．
外観は多少悪くても良く噛めること
多少噛みにくくても他人からみて美しく見えること
良く⌒も美しいこ_遮：1重点を置く
　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80
図27：歯科治療で重点をおくことは．
90　100（％）
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写真21：細菌のcolonyをM．　C．　C．で測定することに
　　　　よって細菌の色彩を数字で表わすことができ
　　　　る．
　　弓
・蝿
写真22：X線フィルムを使用し，M．　C．　C．の明度値に
　　　　よって口腔内病巣を診断することができる．
ま　　と　　め
写真19：患者B　P．　L．V．術後
　歯科医療が痛みの治療や破損した自然歯の修復
を目的としていた時代は一応終ろうとしている．
確かにこの問題は歯科医療にとって永遠の課題で
ある事には変りなく，決して完了する事はないで
あろう．より良く，より完全には終着駅のない線
路の上を走る列車に等しい．けれどもそれのみに
終始した時代は終ったのである．或いはその一助
としてか，一端の活路としてか，色彩の研究が芽
生えて来た．色による鱈蝕の診断，Restrationに
関する研究，口腔と顔面との関係はもっと続けら
れ，深められなければならない．色彩の研究がよ
りなされる事は全ての歯科治療の進歩につながっ
ていくと私は思うのである．稿を終るにあたり，
陶材センター元研究員各位に謝意を表します．
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